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命を見つめる、命と向き合う    

マ ラ ソ ン 大 会 

 ２月１日（金）にマラソン大会を行いました。女子は本校～根獅子分か

れ道付近の５ｋｍ、男子は本校～根獅子の１０ｋｍを走りました。 

 コースの途中では、地域の方々が沿道や車中からあたたかい声援をかけ

てくださいました。また、根獅子小学校の児童から掛け声やハイタッチを

していただくなど、生徒は大いに励まされたことと思います。 

 終了後はＰＴＡの皆さまがカレーライスをご用意してくださいました。

走った後に温かい食事をいただき、生徒・職員一同たいへん満足しており

ました。ＰＴＡの皆さま、たいへんありがとうございました。 

 優 勝  男子：﨑村 晃（１年） 女子：住福芙巳子（２年） 

校長 郷野 俊介 

■かけがえのない命 

今月10日の新聞やニュースで県内の公立高校に通
う高校３年生男子生徒が長崎市内の商業施設から転
落して死亡したことが伝えられました。後の報道に
防犯カメラに柵を乗り越える少年の姿が映っていた
とか、何とも痛ましい報道でした。少年の御両親や
御家族の心中を察すると、筆舌に尽くし難いものが
あります。卒業を控えた高校３年生の少年がどのよ
うな悩みを抱えていたのか、誰かに相談しなかった
のか、それに気付いてくれる大人がいなかったの
か、気持ちに寄り添ってくれる大人がいなかったの
か、教育に携わる者の一人として、残念でならない
報道でした。 

■病との闘い 

競泳の池江瑠花子選手が今月12日に自らのツイッ
ターで白血病であることを告白しました。彼女は
ツイッターの中で「神様は乗り越えられない試練
は与えない、自分に乗り越えられない壁はないと
思っています。私にとって競泳人生は大切なもの
ですが、今は完治を目指し、焦らず、周りの方々 

に支えて頂きながら戦っていきたいと思います」と
綴っています。彼女の心中を察すると私たちの想像
以上に苦しいものだと思いますが、この ツイートで
改めて世界と戦ってきた18歳の彼女の芯の強さに感嘆
した人が多かったと考えます。 
本当の強い人は、人に優しくできる人だと痛感しま

した。 

■命と向き合う 

 人は皆、さまざまな悩みや苦労を感じながらも毎
日を過ごしていると思いますが、上述した記事や報道
を見る度に「命の尊さ」について考えさせられます。
一人ひとりがその存在自体に意味があること、他人と
は違う自分で良いことを理解して、一生懸命に生きる
ことが大切だと思います。長い人生は、山あり谷あり
で自分の思い通りに行かないことが多いと思います
が、何かあったときは立ち止まってご両親を始めとす
る家族や友人や先生など自分が信頼できる人に相談す
る余裕を持って欲しいと思います。みなさん一人ひと
りが自分の存在を大切に思えるように、また、自分と
同じように生きる他者の存在を大切に思えるような平
高生であって欲しいと思います。   

平成３１年３月１日（金） 開式 午前１０時（本校体育館） 

卒業生の保護者の皆さま、ぜひご臨席ください。 



第１３回 総合学科発表会 

 ２月７日（木）、ふれあいセンターにて「第１３回総

合学科発表会」が開催されました。 

 オープニングでは、吹奏楽部による演奏が行われ、会

場を盛り上げてくれました。学習発表では、各学年とも

工夫を凝らしており、１学年はライフプランや職場見学

などの発表を演劇を交えて行い、２年生はインターン

シップや修学旅行での自主研修での体験等を発表しまし

た。３年生は平戸に関する内容について１年間かけて研

究し、その成果を発表しました。また、福祉生活系列は

歌やダンスを取り入れた発表で、会場全体を大いに沸か

せてくれました。展示の部では、各学年の授業内容と書

道選択者による作品展示があり、どれも興味を引くもの

でした。 

 １年間の学習成果を発表することで、平戸高校をもっ

と知ってもらえる良い機会になりました。 

 
３月の主な行事 

１日 （金） 第４４回卒業式 

４日 （月） 介護職員初任者研修開講式 

６日 （水） 高校入試（～７日） 

14日 （木） ジョブガイダンス 

15日 （金） 合格者発表 

20日 （水） 合格者登校日 

22日 （金） 修了式 離・退任式 

23日 （土） 春季休業（～４月７日） 

留学生モン君送別会 

 ２月２２日（金）、昨年の５月から約１０ヶ月間の留学を

終了し、タイへ帰国することになったスパカラン・タントン

チャイ君（愛称：モン君）の送別会を行いました。周囲をい

つも和ませてくれる明るい性格で１年生のクラスに馴染み、

日本語もたいへん上達しました。 

 送別会では、吹奏楽部で練

習したフルートの演奏を披露

しました。将来は大使館職員

か日本語の先生になるのが夢

だということです。機会があ

れば、再び平戸高校を訪れて

ほしいと思います。 

地 域 企 業 訪 問 地元企業合同説明会 

 郷土への理解を深め、進路選択の一助とすること

を目的とした地域企業訪問を、２月８日（金）に実

施しました。 

 「（有）森酒造場」を１

年生全員で訪問し、酒蔵の

見学や専務の森雄太郎様に

よる講話など、地元で活躍

する企業の様子を理解する

ことができました。 

 ２月８日（金）に地元

企業合同説明会を開催し

ました。 

 平戸市内の企業２４社

に来校していただき、担

当の方から企業の概要や業務内容等の説明を受けま

した。平戸には頑張っている企業が数多くあること

を知ることができるよい機会となりました。 


